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安全対策実施により

経営改善が



• 平成１７年４月１日 広域合併

吾妻郡 一本化

「吾妻森林組合」 発足

吾妻東部森林組合

長野原町森林組合

嬬恋村森林組合

六合村森林組合





経営改善に向けた取組

１ 取組のきっかけ

２ 具体的な取組内容

３ 成果（又は課題）とその要因

・平成１７年４月に４森林組合が合併。当時は累積欠損金が増大し経営が悪化傾向に
あった。

・群馬労働局から「安全管理特別指導事業場」の指定を受ける。
・事務系職員の重複業務が発生したため、効率化を図る必要が生じた。
・経営悪化に伴い従業員のモチベーションが低下し早急な経営改善が求められた。

・平成１７年度
事務系職員に希望退職・現場作業員への異動を促し、数名が退職、現場作業員へ異
動となった。

・労働安全コンサルタントによる安全衛生教育及び安全ルール作り（1年間）
・平成２１年度
・ 組織改革として、役員の定員数及び報酬の削減、年功序列制度廃止・能力給の導入、
技術力向上への取組・安全対策の見直しを行った。

・平成１７年度に事務系職員数の削減を行ったが、抜本的な改善には繋がらなかった。
・安全意識は向上したが生産効率が低下してしまった。
・平成２１年度の組織改革により、役員の取組姿勢の改善が図られ、能力給導入の結果
職員のモチベーションが向上した。意識の向上は、技術力向上に繋がり労働災害の抑
制、作業効率の向上等の相乗効果を生み、経営の改善が図られた。



作

取組の概要

事業のポイント 事業の課題、今後の展望等

･ 経営改善に向けた取組について

安全対策・作業方法・作業効率は、三位一体
である。

作業者毎にバラバラの仕事をしてい
たので効率も悪く、お互いの危険予
知判断にズレが生じ事故に繋がっ
ていた。

組合内の作業方法のルール化
地拵、植栽位置を徹底することで、その後の

下刈の誤伐防止や作業の先読みが可能。

技術習得には一定の時間と作業班
内の意思疎通がとれる等の適正が
必要。

経営状況改善の取組として、取扱高の大半を占める森林整備事業の見直しを実施。
伐採から再造林まで一連の作業ルールづくりを実施し、徹底を図った。

技術力向上研修の開催
刈払機、チェーンソーの目立て講習による

作業効率の向上



年　度 研　修　内　容 効　　果　　等 安　　全　　面

刃が切れる事により下刈面積拡大

刃が切れる事により下刈機の重量の軽量化

切れる刃を持続出来る。下刈面積拡大

上下作業抑制 危険作業の防止

無駄な動きがなくなる。 転落・体の疲れの軽減

作業面積拡大

丸太の売上アップ

切り土・盛り土量の周知により効率アップ 転落防止

小型チェンソーでの枝打ちにより能率アップ 危険作業の防止

梯子の設置方法・安全帯の使い方の周知

経費削減

縦断勾配の確認（１５度以下） 危険作業の防止

重機販売店による指導　　グリスアップ箇所の回数・
キャタの張り調整の周知 重機による災害防止

平成２６年度 重機メンテナンスと作業道踏査方法

作業道開設方法と枝打方法

渋川県産材センターにて造材方法

間伐方法（横に倒す技術）

刈払機の刃　３０枚刃の目立て講習
下刈方法統一（刈り高・刈り幅）

技 術 力 向 上 研 修 会

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

刈払機の刃　３０枚刃の目立て講習

体の疲れの軽減

自分から見て上の苗木を刈る事により蔓も同時に
撤去出来る。

選別機で選別された丸太を実際に見る事によりＡ・
Ｂ材の割合がアップ



年　度 研　修　内　容 効　　果　　等 安　　全　　面

１人１人の技術力の研讚・技術力アップ 危険作業の防止

チェンソー・刈払機の故障・修理の抑制

事務所職員の負担軽減

職員間の牽制効果

各班作業終了現場検討会 班同士の牽制効果

（県民基金事業現場 ２ヶ所　植付現場 １ヶ所 作業方法の検証

搬出間伐現場 ２ヶ所 決めた作業方法に則り出来ているか

作業方法の再認識・再検討

新入職員への周知徹底（本所職員・現場職員）

技術の伝承

自分の技術力のアピール

優越感を抱かせる

苗木植栽方法についての検討会（境界・作業道際）
下刈作業における誤伐防止作業方法について

令和元年度
横伐倒方法の再確認について
伐倒技術の検証（本人伐倒）

技 術 力 向 上 研 修 会

平成２７年度
緑の県民基金事業の作業方法
間伐作業の実践

平成２８年度
チェンソー・刈払機の点検・修理方法
チェンソーの試し切り

作業方法を統一する事により無駄な作業防止と
効率アップ

危険予知

安全作業

平成２９年度

平成３０年度



技術向上研修（１）

Ｈ２１年度

Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

Ｈ２２年度



技術向上研修（２）

Ｈ２５年度 Ｈ２６年度

Ｈ２７年度 Ｈ２８年度



技術向上研修（３）

Ｈ３０年度Ｈ２９年度

Ｒ１年度



令和元年度技術向上研修会①



令和元年度技術向上研修会②







経営改善に向けた取組

１ 事業取扱高の推移

２ 事業損益の推移

※事業管理費を除いた後の損益を記載

（千円）

（千円）

部 門 H17 H21 H26 H27 H28 H29 H30

指 導 13,001 10,362 11,593 10,678 10,797 6,272 5,783

販 売 3,481 2,397 9,737 13,994 11,905 19,627 49,297

加 工 63,463 69,708 54,008 36,533 32,345 55,871 161,119

森林整備 241,187 324,452 332,046 353,723 408,467 413,524 462,656

合 計 321,132 407,419 407,384 414,928 463,514 495,294 678,856

町 村 H16

吾妻東部 -24,909

長野原町 -3,353

嬬恋村 -860

六合村 -684

合計 -29,806

部 門 H17 H21 H26 H27 H28 H29 H30

指導 -4,850 -286 -6,924 -8,682 -9,233 -12,721 -11,171

販売 -519 211 3,549 4,010 2,328 11,251 13,487

加工 -22,538 -14,284 -12,833 -21,728 -19,393 -14,957 -3,451

森林整備 -3,537 36,520 40,518 31,505 43,158 29,282 27,218

合計 -31,444 22,160 24,310 5,105 16,860 12,855 26,083



年度別・部門別事業総利益 構成



年度別職員年齢構成図



経営理念

• われわれは、森林と組合員との絆を大切にし、
地域森林管理、林業の核となる組織であり、
組合員あっての組合であることを忘れてはな
らない。

• 適正な森林管理を実施することにより地球に
やさしい、循環型社会の形成を目指す。

• 雇用の創出や山村経済、住民の生活向上を
図り地域への貢献を目指す。



経営方針

• 自立的経営を遂行し、地域の様々なニーズ
と地域の特性を生かした森林整備・管理を
行う。

• 地域林業の担い手としての役目を遂行し、
効率的・機能的な組織運営を行う。

• 森林整備技術の向上と業務改善を図り、コ
スト削減に努め、組合員の利益と従業員の
所得向上を目指す。



ま と め

• 「三位一体」

安全対策・作業方法・作業効率

経営者・事務所・現場

• 「刃物は、切れなければならない」

• 「利益を共有」



ご清聴ありがとうございました。


